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15 かしはら市議会だより

話
す
と
、「
ト
イ
レ
き
れ
い
に
な

る
の
？
」
と
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
学
校
の
ト
イ
レ
は

不
便
と
思
っ
て
お
り
、
改
修
に
よ

っ
て
ト
イ
レ
に
対
し
て
い
い
イ
メ

ー
ジ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
三
和

澱
粉
工
業
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。

一般質問
大
北
か
ず
す
け

（
公
明
党
）

防
災
・
震
災
対
策

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
は
。
ま
た
、
大
阪
府

羽
曳
野
市
と
和
歌
山
県
田
辺
市
と

の
重
要
デ
ー
タ
の
保
管
体
制
は
。

平
成
26
年
度
に
、
住
民
基
本

台
帳
等
の
基
幹
系
業
務
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
サ
ー
バ
ー
機

器
な
ど
を
設
置
す
る
ク
ラ
ウ
ド
形

式
を
導
入
し
て
お
り
、
ホ
ス
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
27
年
12
月
時

点
で
運
用
を
停
止
し
、
既
に
撤
去

し
て
い
る
。
羽
曳
野
市
、
田
辺
市

と
の
重
要
デ
ー
タ
の
相
互
保
管
は
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
管
理
し
て
い

る
基
幹
系
業
務
デ
ー
タ
以
外
の
重

要
な
デ
ー
タ
の
遠
隔
地
保
管
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
る
。

羽
曳
野
市
、
田
辺
市
と
の
重

要
デ
ー
タ
の
更
新
期
間
は
。

お
お
む
ね
半
年
に
１
回
更
新
。

防
災
備
蓄
の
目
標
、
現
状
は
。

災
害
用
備
蓄
は
、
最
も
甚
大

な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
奈
良

盆
地
東
縁
断
層
帯
地
震
の
際
の
被

害
想
定
を
も
と
に
計
画
し
て
い
る
。

現
在
の
主
な
備
蓄
数
は
、
ア
ル
フ

ァ
米
２
万
１
千
食
、
パ
ン
６
，
８

０
０
食
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
１
万
３
，

７
０
０
食
の
合
計
４
万
１
，
５
０

０
食
。
毛
布
１
万
９
，
４
３
０
枚
、

炊
き
出
し
装
置
15
台
、
組
立
式
ト

イ
レ
38
セ
ッ
ト
、
バ
ル
ー
ン
型
の

投
光
器
と
発
電
機
の
セ
ッ
ト
が
88

セ
ッ
ト
で
あ
る
。
今
後
も
計
画
的

に
備
蓄
を
し
て
い
く
。

個
人
負
担
で
最
低
３
日
間
は

備
蓄
す
る
と
い
う
話
も
あ
る
が
、

市
は
１
食
分
だ
け
対
応
す
る
の
か
。

ま
た
、
４
万
食
が
保
管
す
べ
き
最

大
量
な
の
か
、
こ
れ
を
増
や
そ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

研
修
な
ど
で
市
民
に
は
最
低

３
日
間
の
食
料
備
蓄
を
お
願
い
し

て
い
る
。
公
共
の
備
蓄
状
況
は
４

万
食
で
あ
る
が
、
民
間
業
者
と
の

災
害
時
物
資
協
定
で
大
体
４
万
食

あ
る
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
総
合

的
に
対
応
す
る
と
い
う
考
え
方
で

災
害
時
の
備
蓄
数
を
考
え
て
い
る
。

目
標
の
食
料
品
は
備
蓄
で
き

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
災
害
協
定
、

防
災
協
定
を
、
ど
こ
と
、
ど
の
よ

う
な
内
容
で
結
ん
で
い
る
の
か
。

当
初
４
年
間
で
４
万
食
を
目

指
し
て
備
蓄
の
準
備
を
し
て
、
先

ほ
ど
の
内
容
物
を
そ
ろ
え
て
き
た
。

今
後
は
、
災
害
時
に
何
が
必
要
か

勉
強
し
た
上
で
、
計
画
的
に
検
討

し
た
い
。
本
市
の
災
害
に
か
か
わ

る
協
定
は
、
羽
曳
野
市
、
田
辺
市

と
の
３
市
の
相
互
応
援
協
定
の
ほ

か
、
宮
崎
市
、
奈
良
県
、
県
下
各

市
町
村
、
近
畿
地
方
整
備
局
の
６

協
定
。
医
療
に
関
す
る
協
定
で
、

橿
原
市
医
師
会
、
橿
原
市
歯
科
医

師
会
の
２
団
体
。
物
資
の
調
達
に

関
す
る
協
定
で
、
橿
原
市
商
工
会

議
所
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、
な
ら

コ
ー
プ
な
ど
４
団
体
。
災
害
時
の

緊
急
対
応
活
動
に
関
す
る
協
定
で
、

橿
原
市
建
設
業
組
合
、
橿
原
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
商
工
協
同
組
合
、
橿
原

市
上
下
水
道
協
同
組
合
な
ど
５
団

体
。
今
後
も
、
災
害
時
に
有
効
と

思
わ
れ
る
団
体
と
積
極
的
に
協
定

の
締
結
を
推
進
し
て
い
く
。

現
在
の
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
人
数
は
。

６
５
５
名
で
あ
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は

ど
こ
ま
で
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い

る
の
か
。

11
地
区
の
自
治
会
連
合
会
の

会
長
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
の
方

に
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
配

付
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
自
治
会

の
要
望
に
よ
り
自
治
連
合
会
の
会

長
か
ら
自
治
会
組
織
に
配
付
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

独
居
老
人
は
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
に
載
っ
て
い
る
の
か
。

自
治
会
等
や
民
生
委
員
が
支

援
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
方
を

対
象
に
し
て
お
り
、
本
人
が
希
望

す
れ
ば
名
簿
に
載
せ
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

独
居
老
人
の
方
に
も
聞
き
取

り
等
は
済
ん
で
い
る
の
か
。

要
援
護
者
支
援
調
査
で
あ
り
、

独
居
老
人
調
査
と
は
別
で
あ
る
。

独
居
老
人
の
方
は
、
調
査
や
、

支
援
名
簿
を
知
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
の
か
。

独
居
調
査
の
中
で
制
度
の
説

明
を
し
て
、
民
生
委
員
も
必
要
が

あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、
同
意
を
い

た
だ
き
名
簿
に
登
載
す
る
。

災
害
時
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に

関
す
る
協
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
進
め
た
い
。

福
祉
避
難
所
の
実
効
性
あ
る

運
営
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

事
業
所
、
民
間
の
福
祉
避
難

所
等
と
の
協
定
は
締
結
し
て
い
る
。

今
後
も
、
施
設
等
と
協
定
等
を
締

結
し
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

学
校
の
建
物
は
耐
震
化
で
き

て
い
る
が
、
天
井
な
ど
の
内
部
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
ど
の
よ

う
な
形
で
調
査
し
て
い
る
の
か
。

学
校
体
育
館
内
部
の
非
構
造

部
材
は
、
改
修
で
き
て
い
な
い
が
、

天
井
材
な
ど
の
破
損
、
落
下
等
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
文
部

科
学
省
で
作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活
用
し
て
、
日
々
の
点
検
、

学
期
ご
と
の
精
査
、
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
３
年
に
１
回
、

専
門
業
者
に
よ
る
点
検
も
実
施
し

て
お
り
、
急
を
要
す
る
改
善
箇
所

が
出
て
き
た
場
合
は
、
随
時
対
応

し
て
い
る
。

橿
原
市
公
共
施
設
等
総
合
管
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